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今
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
6
波
の
ピ
ー
ク
が

過
ぎ
、
感
染
者
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性

者
）
の
減
少
傾
向
も
続
い
て
お
り
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も
乗
り
越

え
、
や
っ
と
落
ち
着
い
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
3
年
ぶ
り
に

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
解
除
さ
れ
て
約
3
カ
月
半

あ
ま
り
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
県
独
自

措
置
は
今
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
が
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
「
令
和
3
年
度
」
の
活
動
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の

共
生
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向
け
て

何
が
必
要
な
の
か
暗
中
模
索
し
な
が

ら
、
各
部
が
感
染
防
止
対
策
を
実
施

し
つ
つ
諸
事
業
を
遂
行
し
て
い
た
だ

い
た
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆
さ
ま

の
ご
協
力
と
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
何
と
か
切
り
抜
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
会
の
永
遠
の
最
重
要
課

題
で
あ
り
ま
す
「
会
員
増
強
」
に
つ

い
て
も
、微
減
に
留
ま
っ
た
こ
と
は
、

終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
ご
苦
労
や

困
難
の
中
で
新
規
会
員
募
集
の
活
動

を
さ
れ
た
こ
と
に
ま
ず
も
っ
て
厚
く

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
当
会
は
会
員
増
強
活
動

の
一
助
に
と
「
会
員
募
集
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」
を
作
成
し
、
全
会
員
に
配
布

す
る
と
と
も
に
各
公
共
施
設
に
も
広

報
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

多
く
の
会
員
の
笑
顔
で
全
体
を
埋
め

尽
く
し
笑
顔
が
健
康
の
源
泉
で
あ
る

こ
と
、
文
字
で
は
な
く
写
真
で
活
動

の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
に
訴

え
ま
し
た
。
多
く
に
市
民
の
皆
さ
ま

が
一
度
手
に
と
っ
て
も
ら
え
れ
ば
成

功
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
今
後
の
新
た
な
課
題
で
あ

る
「
人
生
1
0
0
年
時
代
を
ど
う
生

き
る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
題
字
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
ぶ
き
バ
ス
の
運
行
状
況
は
、

新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
徐
々
に
コ
ロ
ナ

前
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

感
染
を
避
け
る
た
め
、
外
出
を
控
え

た
巣
ご
も
り
状
態
へ
の
反
動
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
と
の

喜
び
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
が
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
仲
間
と
語
ら
い
、
お

い
し
い
物
を
食
べ
、
風
景
で
目
を
安

め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
切
っ
た
心
を
癒

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
次
の
波
に
備
え
、
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
古
結
　
公
司

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

５
月
25
日
㈬
、
勤
労
会
館

ホ
ー
ル
で
令
和
4
年
度
一
般

社
団
法
人
西
宮
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
社
員
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
表
彰
式
は
、
植
田

事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

荒
巻
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
に

続
き
、
主
催
者
を
代
表
し
て

古
結
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
と
し
て
石
井

西
宮
市
長
、
河
村
西
宮
市
議

会
副
議
長
、
水
田
西
宮
市
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
西
宮
市
長
表

彰
「
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
」

（
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
）
15

名
、
西
宮
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
理

事
長
表
彰
「
個
人

表
彰
」（
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
等
の
功

労
者
）
14
名
、「
団

体
表
彰
」（
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
）
３

団
体
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
、
会
場

か
ら
労
い
の
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
２
部
社
員
総

会
は
、
は
じ
め
に

古
結
理
事
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、「
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
苦
難

を
切
り
抜
け
た
暁
に
は
、
必

ず
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
恐
れ
ず
前

向
き
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し

た
。

　

次
に
、
植
田
事
務
局
長
か

ら
委
任
状
を
含
む
2
1
9
名

が
出
席
し
、
過
半
数
に
達
し

た
こ
と
に
よ
り
総
会
が
成
立

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
議
長
選
出
は
、
司
会
者

一
任
と
の
声
が
あ
が
り
、
浜

脇
校
区
の
江
本
理
事
が
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
事
録

署
名
人
に
は
津
門
校
区
二
川

理
事
・
春
風
校
区
田
中
理
事

が
選
出
さ
れ
、
次
の
５
項
目

の
議
案
審
議
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

◇�

第
1
号
議
案

　
役
員
の
選
任（
案
）

◇�

第
2
号
議
案

　
令
和
3
年
度
事
業
報
告（
案
）

◇�

第
3
号
議
案

　
令
和
3
年
度
決
算
報
告（
案
）

◇�

第
4
号
議
案

　
令
和
4
年
度
事
業
計
画（
案
）

◇�

第
5
号
議
案

　
令
和
4
年
度
予
算
計
画（
案
）

　

す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て

「
異
議
な
し
」
の
声
と
と
も
に

満
場
一
致
の
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
巻
副
理
事
長
か
ら
閉
会

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
社
員

総
会
は
終
了
。
西
宮
市
老
連

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

べ
く
、
新
体
制
で
新
た
な
１

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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当
会
は
、
⑴
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進
、

⑵
子
ど
も
の
見
守
り
や
、
寝
た

き
り
・
ひ
と
り
暮
ら
し
・
高
齢

者
夫
婦
世
帯
へ
の
声
掛
け
に
よ

る
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
推

進
、
⑶
高
齢
者
が
生
き
い
き
と

活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
、
⑷
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
社
会
奉
仕
な

ど
の
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組

ん
だ
。

　

特
に
、
介
護
予
防
を
第
一
の

目
標
に
、
市
内
在
住
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
「
西
宮
い
き
い
き

体
操
」
へ
の
参
加
を
広
く
呼
び

か
け
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進

し
、
新
し
い
仲
間
づ
く
り
を
行

う
と
と
も
に
、
年
々
減
り
続
け

る
会
員
数
に
歯
止
め
を
掛
け
る

べ
く
、
会
員
増
強
運
動
に
努
め

た
。

三　

役　

会

　

理
事
会
（
旧
校
区
老
連
会
長

会
）
に
提
案
す
る
事
項
を
中
心

に
協
議
し
、
定
例
会
11
回
と
臨

時
会
2
回
を
実
施
し
た
。

　
理　

事　

会

　

原
則
と
し
て
毎
月
、
第
2
水

曜
日
の
定
例
会
10
回
（
５
月
・

6
月
は
書
面
発
送
）
と
臨
時
会

１
回
実
施
し
た
。

　

重
要
案
件
に
つ
い
て
理
事
会

で
審
議
し
決
定
し
た
。
審
議
内

容
に
つ
い
て
は
、
議
案
書
で
提

案
し
、そ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
月
刊
「
い
ぶ
き
」
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
た
。

広　

報　

部

　

毎
月
、
企
画
会
議
、
出
稿
、

初
稿
、
再
校
正
等
を
行
う
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
各
種
の

取
材
に
出
向
い
た
。
月
刊
「
い

ぶ
き
」
を
6
回
、
L
版
「
い
ぶ

き
」
を
2
回
、
合
計
8
回
発
行

し
た
。
ま
た
、
県
老
連
広
報
紙

「
き
ず
な
」
を
2
回
配
布
し
た
。

 

さ
ら
に
、
月
刊
「
い
ぶ
き
」

を
市
内
の
公
民
館
、
市
民
館
、

老
人
い
こ
い
の
家
な
ど
へ
配
布

し
た
。

文
化
教
養
部

　

高
齢
者
の
文
化
教
養
を
高

め
、
仲
間
づ
く
り
を
推
進
す
る

よ
う
高
齢
者
囲
碁
教
室
を
6
月

か
ら
12
回
実
施
し
た
。
カ
ラ
オ

ケ
教
室
、
高
齢
者
囲
碁
大
会
及

び
高
齢
者
芸
能
大
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
高
齢
者
作
品
展
は

9
月
14
日
㈫
か
ら
17
日
㈮
ま
で

の
４
日
間
、
西
宮
市
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
示
し
た
。

体　

育　

部

　

市
内
在
住
の
高
齢
者
に
広
く

呼
び
か
け
、
健
康
づ
く
り
・
介

護
予
防
と
交
流
を
深
め
る
事
業

と
し
て
、
年
2
回
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
及
び
高
齢
者

の
た
の
し
い
体
力
測
定
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ

１
回
の
み
の
実
施
と
な
っ
た
。

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
10

月
22
日
㈮
に
中
央
公
園
陸
上
競

技
場
で
実
施
し
、
高
齢
者
の
た

の
し
い
体
力
測
定
は
、
11
月
16

日
㈫
に
中
央
体
育
館
分
館
で
実

施
し
た
。

　

楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い

を
11
月
18
日
㈭
・
19
日
㈮
の
2

日
間
、
Ｅ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
ト
マ
ト

で
実
施
し
た
。

女　

性　

部

　

寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら

し
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
へ
の
声

か
け
な
ど
、
安
否
の
パ
ト
ロ
ー

ル
と
安
心
し
て
住
め
る
街
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、
地
震
、
台
風
、
水
害

等
で
被
災
し
た
地
域
や
全
国
の

高
齢
者
を
励
ま
す
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
「
感
謝
の

一
円
持
ち
寄
り
運
動
」
を
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

健
康
講
座
と
し
て
、
7
月
7
日

㈬
に
「
生
き
生
き
元
気
！
」
を
、

11
月
17
日
㈬
に
「
コ
ロ
ナ
禍
の

転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
」
の
講

演
会
を
行
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

　

事
業
見
直
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
新
規
事
業
と
し
て
、
3
月

11
日
㈮
に
「
う
た
ご
え
喫
茶
」

を
予
定
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
延
期
し
た
。
ま
た
、

会
員
増
強
運
動
の
一
環
と
し

て
、
会
員
募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
2
万
枚
作
成
の
上
、
各
校

区
に
配
布
し
た
。

三　

役　

会

　

6
月
定
例
理
事
会
に
お
い
て

「
会
員
増
強
運
動
優
秀
ク
ラ
ブ

等
」
の
表
彰
を
行
っ
た
。

ス
マ
ホ
体
験
教
室
を
4
月
5
日

㈪
と
9
月
29
日
㈬
と
10
月
20
日

㈬
の
3
回
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
こ
と
ぶ
き
バ
ス
の
相

談
会
を
2
月
2
日
㈬
と
3
月
1

日
㈫
の
2
回
実
施
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動

　

コ
ー
ラ
ス
「
レ
イ
ン
ボ
ー
コ

ー
ル
」、
囲
碁
ク
ラ
ブ
「
楽
碁

会
」、「
木
曜
会
」、「
女
性
囲
碁

ク
ラ
ブ
」、「
男
の
料
理
教
室
」、

通
信
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
「
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
」、「
花
謡
会
」、

編
み
物
サ
ー
ク
ル「
ア
ム
ー
ル
」

が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
た
上
で
サ
ー
ク
ル
活
動

を
展
開
し
た
。

監　

事

　

令
和
3
年
度
決
算
監
査
を
令

和
4
年
4
月
27
日
㈬
に
実
施
し

た
。

友
愛
訪
問
運
動
事
業

　

友
愛
訪
問
運
動
実
施
の
た
め

の
地
域
調
査
を
行
い
、
寝
た
き

り
世
帯
の
把
握
に
努
め
た
。

　

寝
た
き
り
の
方
を
介
護
し
て

お
ら
れ
る
世
帯
に
対
し
、
ご
苦

労
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
各
世
帯

を
訪
れ
72
名
の
方
に
慰
労
金
を

支
給
し
た
。

研
修
事
業

・
新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ
ー

研
修
会　

　

10
月
18
日
㈪
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
た
め
、
新
任
会
長

に
限
定
し
て
実
施
し
た
。

・
館
外
研
修 

 　

12
月
7
日
㈫
に
京
都
「
し

し
ゅ
う
や
か
た
」
に
て
体
験

研
修
を
実
施
し
た
。

阪
神
南
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
事
業

・
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
事

業
と
し
て
、
7
月
28
日
㈬
に

当
市
に
て
「
コ
ロ
ナ
禍
の
転

倒
し
な
い
体
づ
く
り
」
の
講

習
会
を
開
催
し
た
。

・
若
手
委
員
が
取
り
組
む
活
性

化
事
業
と
し
て
2
月
22
日
㈫

に
尼
崎
市
に
て
「
ト
リ
コ
ロ

（
3
頁
に
続
く
）
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キ
ュ
ー
ブ
」
3
市
対
抗
戦
が

蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
為

中
止
に
な
っ
た
。

・
女
性
リ
ー
ダ
ー
交
流
研
修
会

と
し
て
2
月
24
日
㈭
に
芦
屋

市
に
て
「
１
日
１
分
で
誤
嚥

性
肺
炎
の
不
安
を
解
消
」
を

テ
ー
マ
―
に
し
た
講
演
会
が

上
記
の
理
由
で
中
止
に
な
っ

た
。

・
3
月
2
日
㈬
に
尼
崎
市
に
て

開
催
予
定
の
「
阪
神
南
ブ
ロ

ッ
ク
連
絡
協
議
会
」
が
上
記

の
理
由
に
て
４
月
以
降
に
延

期
と
な
っ
た
。

宍
粟
市
老
連
と
の
交
流
事
業

　

本
年
度
は
、
宍
粟
市
老
連
の

申
入
れ
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
影
響
を
考
慮
し
中
止
と
な

っ
た
。

各
種
会
合
等

○
市
と
の
定
例
会

　

健
康
福
祉
局
と
の
定
例
会
を

年
3
回
（
8
月
・
11
月
・
2

月
）
両
者
の
課
題
に
つ
き
協
議

し
た
。

○
そ
の
他

•�

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
県
大

会
が
、
11
月
2
日
㈫
西
宮
市

に
て
実
施
さ
れ
た
。

•
第
50
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
・
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

が
中
止
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
ほ
か
、
関
係
団
体
の

各
種
運
営
委
員
会
委
員
と
し
て

の
委
嘱
を
受
け
、
会
議
等
に
出

席
し
た
。

そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
4
月
15

日
～
6
月
30
日
、
8
月
20
日
～

9
月
30
日
の
間
こ
と
ぶ
き
バ
ス

の
運
行
を
停
止
し
た
。

1
事
業
実
施
の
方
針

　

当
会
は
、
昭
和
33
年
12
月
5

日
に
全
市
的
な
任
意
団
体
の
組

織
と
し
て
、「
西
宮
市
老
友
連

合
会
」
を
創
立
、
い
く
つ
か
の

変
遷
を
経
て
現
在
の
「
一
般
社

団
法
人
西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
」（
愛
称
：
西
宮
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
）に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
の
会
員
数
は
、
会
員
相

互
の
努
力
に
よ
り
何
と
か
現
状

を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
組
織
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

づ
く
り
を
展
開
す
る
た
め
、
女

性
・
若
手
会
員
の
力
に
よ
る
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
活
動

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い

市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
と

と
も
に
、
会
員
数
の
増
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

十
分
講
じ
、
引
き
続
き
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
面
か
ら
、

地
域
に
お
い
て
高
齢
者
の
た
め

の
筋
力
向
上
を
目
的
に
西
宮
市

が
推
進
す
る
「
西
宮
い
き
い
き

体
操
」
の
普
及
と
定
着
に
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
奉
仕
な
ど
の

社
会
貢
献
活
動
に
も
力
を
注

ぎ
、
地
域
諸
団
体
と
協
働
し
て

子
ど
も
の
見
守
り
、
ひ
と
り
暮

ら
し
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
へ
の

声
掛
け
を
行
う
と
と
も
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
散

防
止
に
努
め
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き

ま
す
。

2
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項

①�

一
般
公
募
す
る
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②�

事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
最
小
限
必
要
な
負
担
制

度
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

③�

「
健
康
づ
く
り
」「
介
護
予

防
」「
文
化
教
養
を
深
め
る
」

「
仲
間
と
の
交
流
」
な
ど
幅

広
い
活
動
を
目
指
し
、
市
政

ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な

ど
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

④�

次
の
事
業
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、広
く
周
知
す
る
た
め
、

広
報
活
動
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

ア　

高
齢
者
作
品
展

イ　

高
齢
者
芸
能
大
会

ウ　

カ
ラ
オ
ケ
教
室

エ　

高
齢
者
囲
碁
大
会

オ　

高
齢
者
囲
碁
教
室

カ　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

キ　

高
齢
者
の
た
の
し
い
体
力
測
定

ク　

楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い

ケ　

健
康
講
座

⑤�

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
サ
ー
ク
ル
事
業
と
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

ア　

コ
ー
ラ
ス

　
　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ー
ル
」

　
　

�（
毎
月
、
第
3
火
曜
日
午

前
）

イ　
「
男
の
料
理
教
室
」

　
　

�（
年
6
回
、
偶
数
月
の
第

１
水
曜
日
）

ウ　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

　
　
「
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
」

　
　

�（
毎
月
、
第
1
・
第
3
木

曜
日
午
後
）

エ　

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

　
　
「
花
謡
会
」

　
　
（
毎
月
、第
１
火
曜
日
午
後
）

オ　

囲
碁
ク
ラ
ブ

　
　
「
楽
碁
会
」

　
　
（
毎
週
、月
・
木
・
金
曜
日
午
後
）

カ　

囲
碁
ク
ラ
ブ

　
　
「
木
曜
会
」

　
　
（
毎
週
、
木
曜
日
午
前
）

キ　

囲
碁
ク
ラ
ブ

　
　
「
女
性
囲
碁
ク
ラ
ブ
」

　
　
（
毎
週
、
火
曜
日
午
前
）

（
2
頁
の
続
き
）

「男の料理教室」

日　　時：年 6 回（偶数月の第 1 水曜日）
　　　　　午前 9 時 30 分から
場　　所：西宮市総合福祉センター
　　　　　別館 2 階　調理実習室
会 　 費：年間6,000円（前払）入会金なし
講　　師：2 名（女性）
問合せ先：吉田　正巳　☎ 0798-65-9057
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◎令和4年度 会員増強表彰
◆会員純増校区　
　第１位　用海校区老人クラブ連合会
　第２位　甲陽園校区老人クラブ連合会
　第３位　上甲子園区老人クラブ連合会
◆新規会員数クラブ
　第１位　石在町西老人クラブ（佐久川博会長）
　第２位　石在町南老人クラブ（今中千鶴会長）
　第３位　天寿会第4分会        （川口幸路会長）

表彰を受けられた皆さん（校区順・敬称略）

◎西宮市老人クラブ連合会理事長表彰
　「個人表彰」（老人クラブ育成等の功労者）14 名
佐藤　卓志 香櫨園校区 蒻原・大浜町老人クラブ
西村　達男 用 海 校 区 東 2 西 長 寿 ク ラ ブ
橋本　俊博 用 海 校 区 浜松原町老人クラブ南
浅里　保美 津 門 校 区 津門大塚町・飯田町さくら会
青木　一正 南甲子園校区 甲子園高潮町老人クラブさくら会
定藤　美雪 高 須 校 区 県住高須シニアクラブ
青木　邦博 上甲子園校区 天 寿 会 第 2 分 会
村田　征彦 甲 東 校 区 A 甲 武 寿 会
筒塩智佳子 段 上 校 区 一 里 山 桜 会
田村登美子 生 瀬 校 区 宝生ヶ丘老人クラブHRC
谷野　義昭 名 塩 校 区 名 塩 第 二 東 ク ラ ブ
松田　　勲 名 塩 校 区 名塩美鳥里東クラブ
武田　勝利 東山台校区 ナ シ オ ン 北 ク ラ ブ
近藤あさ子 北六甲台校区 北六甲台第一福寿会

田村　　健 香櫨園校区 堀切町東老人クラブ
三井　康子 浜 脇 校 区 市庭町西老人クラブ
塗井　道子 浜 脇 校 区 白 馬 会
中　　菊子 今 津 校 区 中久寿川老友クラブ
黒岩　　優 南甲子園校区 甲九すこやかクラブ
多田俊一郎 鳴尾西校区 櫻 月 ク ラ ブ
山下　敏子 鳴尾東校区 上田老人クラブ福寿会
伊来　郁也 鳴尾東校区 第 一 松 寿 ク ラ ブ
三ツ橋　勉 上甲子園校区 天 寿 会 第 1 分 会
澁谷　健三 高 木 校 区 上 之 町 健 美 会
谷口　幸司 段 上 校 区 県 住 睦 会
森　　永次 上ヶ原校区 セ ン ポ リ 会 ・ C 会
北野　正晴 名 塩 校 区 名 塩 中 ク ラ ブ
森本　昌弘 名 塩 校 区 名塩美鳥里南クラブ
曽我　嘉和 北六甲台校区 上 山 口 「 秋 桜 会 」

◎西宮市長表彰
　「社会福祉事業功労者」（老人クラブ指導者）15 名

松原東長寿クラブ 代表者　竹谷宏之 用海校区
東ー南長寿クラブ 代表者　長谷川小夜子 用海校区
樋ノロせせらぎ会 代表者　神柱冨男 甲東校区

◎西宮市老人クラブ連合会理事長表彰
　「団体表彰」（優良老人クラブ）3 団体

◎西宮市長表彰
　「社会福祉事業功
　労者」（老人クラ
　ブ指導者）

◎�西宮市老人クラブ
　連合会理事長表彰
　「個人表彰」（老人
　クラブ育成等の功
　労者）

◎西宮市老人クラブ
　連合会理事長表彰
　「団体表彰」（優良
　老人クラブ）
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令和4年度　一般社団法人　西宮市老人クラブ連合会　事業計画
①広報部
ア�　市内在住の高齢者の皆さんとともに、

大きな輪を広げる仲間づくりと、親しみや
すく読みやすい紙面づくりに心掛けます。

ア�Ｌ版「いぶき」（西宮市老人クラブ連合
会ふれあい広報紙）を年 2 回（7 月・1 月）
発行します。

イ�月 刊「 い ぶ き 」 を 年 6 回（4、6、8、
10、11、2 月）発行します。
イ�　�ホームページ「西宮いきいきクラブ」の

充実を図っていきます。
ウ　委員会
　年 2 回（６月・2 月）開催　　　　　　
　西宮市総合福祉センター別館
②文化教養部 
　高齢者社会における人々と文化的交流を
図る目的で、健康づくりと介護予防を推進
する事業を行い、仲間づくりに積極的に取
り組みます。
ア　カラオケ教室
　西宮市総合福祉センター別館
ア 第 1 回目 6 月 3・10・17 日㈮  午後 1 時
イ 第 2 回目 9 月 2・9・16 日㈮  午後 1 時
ウ 第３回目 11 月 4・11・18 日㈮  午後 1 時
エ 第 4 回目 2 月 3・10・17 日㈮  午後 1 時
イ　高齢者囲碁大会（市共催事業）　　　
　�西宮市総合福祉センター別館
　9 月 8 日㈭　午前 10 時　　　　　
ウ　高齢者囲碁教室
　5月9日～7月25日までの月曜日（11回）
エ　高齢者作品展（市、市社協共催事業）
ア受付　9 月 26・27・28 日 ㈪～㈬
　午前 9 時 30 分～ 4 時
　西宮市総合福祉センター別館
イ作品展展示　10 月 4 日㈫～ 7 日㈮
　午前 10 時～ 4 時（最終日は 12 時まで）
　市民ギャラリー
オ　高齢者芸能大会（市、市社協共催事業）
ア予選　10 月 19 日㈬午前 10 時　
　西宮市総合福祉センター別館
イ本選  10 月 26 日 ㈬午後 1 時　  

　勤労会館ホール
カ　委員会
　年 4 回（5・8・12・2 月）開催 
　西宮市総合福祉センター別館
③体育部
ア　�市内在住の高齢者に呼びかけ、健康づ

くりと介護予防を推進し、仲間づくり
に取り組みます。

イ　各種の実施事業
アグラウンド・ゴルフ大会（年 2 回）   
　中央運動公園陸上競技場
　 5月20日㈮ 午前9時（予備： 6月3日㈮）
　10月21日㈮ 午前9時（予備：11月4日㈮）
　各 64 チームで調整します。
　一般公募は 10 チーム（50 名）先着順とします。
イ高齢者のたのしい体力測定（年 2 回）
　中央体育館分館
　 6月13日㈪　午後1時30分～
　11月18日㈮　午後1時30分～
ウ楽しいボウリングの集い                   
　ボウルトマト　室川町
　 9月7日㈬午前11時・午後1時・3時の3回
　 9月8日㈭午前11時・午後1時・3時の3回
　但し、一般公募は 2 日間共、午後とします。
　なお、北部地区は 9 月 8 日㈭とします。 
ウ　委員会 
　年 4 回（5・8・10・1 月）開催  
　西宮市総合福祉センター別館
④女性部
ア　�寝たきり、ひとり暮らし、高齢者夫婦世

帯へ声をかけ合って安否の確認を行い、
安心して住める街づくりを通じ、仲間
づくりに取り組みます。

イ　�「感謝の 1 円持ち寄り運動」を通じて、
寝たきりの家庭へのお見舞いや、天災
等により被災した方々を励ます運動を
推進します。（年 2 回）

　 7月6日㈬・11月16日㈬各午前10時
　西宮市総合福祉センター別館 
ウ　健康講座（年 2 回　7 月・11 月）　 
　　7月6日㈬・11月16日㈬各午後1時30分

　西宮市総合福祉センター別館
エ　委員会
　年 4 回（6・7・11・2 月）開催     
　西宮市総合福祉センター別館          
オ　�他団体が実施する健康フェアに参加し、

市民の健康づくりのお手伝いをします。
⑤プロジェクト部
ア　事業見直しプロジェクト
イ　「うたごえ喫茶」の実施
ウ　委員会
　年6回（4・6・9・10・12・3月）開催
　西宮市総合福祉センター別館
⑥三役会
ア　新任会長・中堅リーダー研修会
　6月22日㈬　　
　西宮市総合福祉センター別館
⑦事務局
ア　会議等
ア�三役会　毎月第 2 水曜午前 10 時 　
　西宮市総合福祉センター別館　
イ��理事会  毎月第 2 水曜午後 1 時 30 分  
　西宮市総合福祉センター別館
ウ社員総会 令和 4 年 5 月 25 日㈬午後 1 時
　 勤労会館ホール
エ理事会の館外研修会（場所未定）
　令和 4 年 7月13日㈬
オ新年互礼会　令和 5 年 1 月 12 日㈭　　
　木曽路西宮店
イ　�公益財団法人全国老人クラブ連合会及

び公益財団法人兵庫県老人クラブ連合
会並びに阪神南ブロック老人クラブ連
絡協議会の事業に参加します。

ウ　�令和４年４月 25 日㈪に開催される秋田
県老人クラブ連合会「西宮権現平桜永
久記念碑建立除幕式」に理事長他を派
遣し交流を深めます。

エ　宍粟市老人クラブ連合会との交流を継
　　続します。
オ　西宮市をはじめ関係機関、市社協及び
　　各種協議会と連携します。
カ　その他、必要な事業を実施します。
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令和4年度 一般社団法人 西宮市老人クラブ連合会 年間行事予定表
月 日 曜 理事会 文化教養部 体育部 女性部 三役会・プロジェクト部 広報部

4
13 水 三役会/理事会 プロジェクト会議 毎月第2水曜日：集稿
20 水 臨時三役会（予・決算） 毎月第3水曜日：出稿
27 水 決算監査 「西宮権現平桜永久記念碑建立記念式典」参加　秋田県老連4/24,25

5

6 金 第1回委員会 毎月第4水曜日：初校
9～7/25 月 囲碁教室（11回） 毎月第1水曜日：再校・企画

11 水 三役会／理事会／市① 【4・8・12・2月を除く】
19 木 阪神南ブロック協議会（尼崎） 第1回委員会
20 金 第1回グラウンド・ゴルフ大会
25 水 社員総会（勤労ホール）
30 月 「うたごえ喫茶」事業（延期） 「うたごえ喫茶」事業

6

1 水 第1回委員会
3 金 カラオケ教室① 第１回グラウンド・ゴルフ大会（予備）
8 水 三役会/理事会 プロジェクト会議

10 金 カラオケ教室② 6/9県老連会長研修
13 月 第1回体力測定
15 水 スマホ講習会9:30～ 第1回委員会
17 金 カラオケ教室③ 6/30近畿ブロック研修
22 水 新任会長・中堅リーダー研修会
29 水 阪神南ブロック女性交流事業（西宮） スマホ教室　10:00～

7
6 水 第2回委員会・感謝の一円・健康講座（前期）

13 水 三役会／理事会（館外研修）
19 火 「うたごえ喫茶」事業

8
10 水 三役会／理事会（書面)・市②
17 水 第2回委員会
18 木 第2回委員会
31 水 新規講座

9

2 金 カラオケ教室①
7,8 水木 ボウリングの集い

8 木 囲碁大会
9 金 カラオケ教室②

14 水 三役会/理事会 プロジェクト会議
16 金 カラオケ教室③ 9/15高齢者の集い

26,27,28 月～水 作品展（受付） 9/27県老連Ｇ・Ｇ大会（稲美町）
29 木 作品展（審査）

10

3 月 作品展（搬入）
4～7 火～金 作品展（展示）

5 水 第3回委員会
7 金 作品展（表彰）

12 水 三役会/理事会 プロジェクト会議
19 水 芸能大会（予選）
21 金 第2回グラウンド・ゴルフ大会
26 水 芸能大会（本選） 10/27～29他府県老連交流事業 長野・富山

11

4 金 カラオケ教室① 第2回グラウンド・ゴルフ大会（予備）
9 水 三役会/理事会・市③ 11/6～8 全国大会（東京）不参加

11 金 カラオケ教室②
16 水 第3回委員会・感謝の一円・健康講座（後期）
18 金 カラオケ教室③ 第2回体力測定
30 水 新規講座

12
1 木 第3回委員会
7 水 ５部会交流研修会

14 水 三役会／理事会 プロジェクト会議
21 水 臨時三役会（予・決算）

1 12 木 理事会 新年互礼会
18 水 第4回委員会

2

3 金 カラオケ教室①
8 水 理事会/三役会・市④

10 金 カラオケ教室②
15 水 第4回委員会
16 木 第4回委員会
17 金 カラオケ教室③
22 水 第2回委員会

3
1 水 阪神南ブロック協議会（西宮市）
8 水 三役会／理事会 プロジェクト会議

29 水 新規講座

※7月1日現在での日程変更済み
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（お問い合わせ） 西宮市　地域共生推進課 地域福祉推進チーム 西宮市役所本庁 3 階　☎（0798）35-3286

　西宮市では、認知症になっても住み続けられるまちを目指して、様々な支援を行っています。
今回は、認知症を早期発見・治療につなげるための取組みを紹介します。

【身近な病気】
　過去に厚生労働省が行った調査では、全高齢者の内、認知症と診断を受けたもしくはその疑いがあるとさ
れる人は 4 人に 1 人という結果が出ています。また、西宮市でも介護保険制度を利用されている方の内、お
よそ 1 万人に認知症状があると推定されており、認知症は特別な病気ではなく誰もがなる病気だと言えます。

【早期発見のために】
　そんな身近な病気である認知症を早期に発見・治療を行うことで認知症の進行を遅らせたり、認知症が進
行していく中でどのような生活をしていきたいかを家族で話し合う時間を持つことができます。

　「もしかして認知症かも？」と最初に気づくのは自分自身や周りの家族、友人で
す。そうなった場合はまずはかかりつけ医に相談し、必要に応じて専門の病院を紹
介してもらいましょう。ただ、いきなり認知症のことを相談するのは気が引けると
いうことであれば、市の発行している『認知症チェックシート』を活用しましょう。
このチェックシートは認知症の様々な症状について質問形式でチェックするもので
す。
　また、このチェックシートには４年後に認知症になる可能性がどの程度あるかを
自身の生活習慣や健康状態から確認できる『リスクチェックシート』も併せて掲載
しています。今はまだ大丈夫と思っている人も早めにチェックして認知症になりに
くい生活習慣を身につけましょう。

【認知症になっても】
　認知症に診断されてもすぐに何もできなくなるなんてことはありません。これま
で通りの生活を続けられるように周囲の人がサポートしたり、様々な制度・サービ
スを活用することが重要です。実際にどのような制度を活用できるかをまとめた

『認知症サポートべんり帳』を市で発行しています。認知症の進行状況に応じた紹
介を行っているので、興味のある方はぜひご覧ください。
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「
逝ゆ

く
者
は
斯か

く

の
如
き
か
な
、
昼

夜
を
舎お

か
ず
」

と
、
古
人
は
月
日

が
川
の
流
れ
の

よ
う
に
止
ま
る

こ
と
な
く
流
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
惜
し
ん

だ
。
▼
私
も
馬
齢
を
重
ね
て
七
十
有
余

年
、
毎
年
止
ま
る
こ
と
な
く
年
を
取
っ

て
き
た
。
中
年
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
若
い

つ
も
り
で
い
た
が
、
さ
す
が
に
若
い
人

た
ち
の
な
か
に
交
じ
る
と
自
他
と
も
に

年
齢
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

▼
と
こ
ろ
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
八
十
代

の
女
性
に
年
齢
を
聞
か
れ
て
答
え
る

と
、「
若
い
わ
ね
え
」
と
心
の
底
か
ら

羨
ま
し
そ
う
に
言
わ
れ
た
。
は
て
、
私

は
若
い
の
か
、
年
寄
り
な
の
か
。
▼
も

ち
ろ
ん
客
観
的
に
間
違
い
な
く
年
寄
り

で
あ
る
し
、「
ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は

負
け
ん
の
じ
ゃ
」
と
、
年
甲
斐
も
な
く

意
気
込
む
つ
も
り
も
な
い
。
▼
過
ぎ
去

っ
た
歳
月
を
振
り
返
っ
て
過
去
を
い
た

ず
ら
に
惜
し
ん
だ
り
、
若
い
つ
も
り
で

あ
れ
こ
れ
と
無
理
を
し
た
り
す
る
こ
と

な
く
、
年
齢
に
応
じ
た
よ
き
生
き
方
を

追
求
し
た
い
も
の
だ
と
、
花
壇
で
美
し

く
咲
い
た
薔
薇
を
見
な
が
ら
考
え
る
こ

の
ご
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　

（
安
井　

荒
木
）

1 , 5 0 0 人  会 員 増 強 運 動

写真と文　田中　積氏（用海校区）大井川河川敷にて

冬
の
名
残
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
な
雪
を
い
た
だ
き

爽
や
か
な
青
空
に
映
え
る
富
士

時
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
眺
め
て
い
る
と

新
幹
線
が
景
観
の
中
を
疾
走
し
て
い
っ
た

あ
っ
と
い
う
間
に
せ
わ
し
な
い
日
常
に
引
き
戻
さ
れ
た
気
が
し
た

健　康
友　愛
奉　仕

編集発行
一般社団法人  西宮市老人クラブ連合会
〒６６３ー８２３３
西宮市津門川町２ー２８  市立福祉会館内
TEL 0798ー34ー3334

Eメールアドレス
ips@nishi-rouren.jp

www.nishi-rouren.jp
HPアドレス

FAX 0798ー39ー8235
TEL 0798ー34ー3334TEL 0798ー34ー3334

月刊



令和 4 年（2022 年）7 月発行（ 9 ） 第 252 号 西宮いきいきクラブニュース

市
老
連
理
事
会
6
／
8
議
事
録

１
会
員
増
強
運
動
優
秀
ク
ラ
ブ
な
ど
の

表
彰
式

◆
純
増
会
員
数　

第
１
位　

用
海
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
２
位　

甲
陽
園
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
３
位　

上
甲
子
園
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
新
規
会
員
数

第
１
位　

石
在
町
西
老
人
ク
ラ
ブ（
佐
久
川
博
会
長
）

第
２
位　

石
在
町
南
老
人
ク
ラ
ブ（
今
中
千
鶴
会
長
）

第
３
位　

天
寿
会
第
４
分
会
（
川
口
幸
路
会
長
）

２
西
宮
市
か
ら
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」と

　
「
空
き
家
対
策
」の
説
明

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•�

Ｌ
版
い
ぶ
き
第
73
号　

7
月
上
旬
送

付
予
定

〈
文
化
教
養
部
〉

•
カ
ラ
オ
ケ
教
室
（
6
/
3
）の
開
催

状
況

•
第
55
回
西
宮
市
高
齢
者
作
品
展
出
典

要
領

•
第
53
回
西
宮
市
高
齢
者
芸
能
大
会
出

演
要
領

〈
体
育
部
〉

•
第
1
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

の
成
績
表

〈
女
性
部
〉

•�

第
2
回
委
員
会
の
開
催
（
7
月
6

日
（
水
））お
よ
び
感
謝
の
一
円
持

ち
寄
り
並
び
に
前
期
健
康
講
座
の

開
催
案
内

7
月
6
日
（
水
）午
後
1
時
30
分
健

康
講
座
「
人
生
１
０
０
年
時
代
に

向
け
た　

若
返
り
美
容
と
健
康
」　

講
師
：
ア
イ
リ
ス
治
療
院　

山
田

大
輔

〈
事
務
局
〉

•�

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
12
月
）の
割

当
て

•�

令
和
4
年
度
実
費
弁
償
の
支
払
い

•
「
西
宮
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」冊
子
の

頁
１
～
18
の
修
正
版
の
確
認

※
修
正
の
申
し
出
は
、6
月
22
日
（
水
）

ま
で

•�

館
外
研
修
（
７
/
13
㈬
）の
ご
案
内

※
次
回
定
例
理
事
会
等

　

7
月
13
日
㈬

　

理
事
会
（
館
外
研
修
）：
午
前
9
時

7 月・8 月の行事予定

18日㈭ 13：30文化教養部委員会
17日㈬ 13：30体育部委員会

8月10日㈬ 三役会　
理事会（書面）

13：30

西宮市との定例会議 15：00

理事会（館外研修）　13日㈬ 9：00

13：30

10：007月 6日㈬
感謝の1円運動
女性部委員会・　

前期健康講座
「人生 100 年に向けた
若返り美容と健康」

「うたごえ喫茶」事業 13：3019日㈫

受付期間： 9月26日㈪～28日㈬まで
　　　　  午前9時30分～午後4時
場所：西宮市総合福祉センター 別館2階
住所：西宮市染殿町8-17
電話：0798 (34) 3334 

第55回西宮市高齢者作品展（令和4年度）

展示期間：10月4日㈫～7日㈮まで

展示会場： 西宮市立市民ギャラリー
※出展要領等の詳細はチラシ、市政ニュース8月25日号をご覧ください。絵画 書

写真 工芸
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令
和
3
年
度
館
外
研
修
が
、

令
和
3
年
12
月
7
日
開
催
さ
れ

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
手
指
消
毒
・

検
温
を
行
い
、
こ
と
ぶ
き
バ
ス

で
一
行
は
京
都
市
右
京
区
西
京

極
に
あ
る
八
つ
橋
庵
と
し
し
ゅ

う
や
か
た
に
向
か
い
ま
し
た
。

八
つ
橋
庵
と
し
し
ゅ
う
や
か
た

は
、“
京
都
カ
ル
チ
ャ
ー
体
験
”

が
テ
ー
マ
の
施
設
で
す
。

　

今
回
は
、
本
格
お
と
う
ふ
・

七
味
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
豆
乳
か
ら
生
搾
り
製
法
で

作
る
お
と
う
ふ
。
作
る
工
程
の

中
で
で
き
る
湯
葉
も
堪
能
し
ま

し
た
。
ま
た
、
豆
乳
に
に
が
り

を
入
れ
、
参
加
者
は
力
い
っ

ぱ
い
絞
る
と
と
う
ふ
に
な
っ

て
い
き
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
は
、

「
す
ご
い
！　

と
う
ふ
や
！
」

「
難
し
い
な
ぁ
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
京
七

味
づ
く
り
で
は
と
う
が
ら
し
、

山
椒
、
青
の
り
、
陳
皮
、
胡
麻
、

ケ
シ
の
実
、
麻
の
実
を
辛
さ

の
加
減
を

お
好
み
で

配
合
し
、

自
分
だ
け

の
京
七
味

を
作
り
ま

し
た
。
で

き
上
が
っ

た
お
と
う
ふ
は
湯
豆
腐
と
し
て

京
七
味
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

京
料
理
の
コ
ー
ス
料
理
に
も
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。参
加
者
は
、

「
お
と
う
ふ
を
作
る
の
は
な
か

な
か
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
お

と
う
ふ
が
出
来
上
が
る
と
と
て

も
う
れ
し
く
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
し
し
ゅ
う
や
か
た
の
二

階
で
は
、
写
真
や
絵
画
と
思
わ

せ
る
ほ
ど
の
繊
細
で
華
麗
な
京

刺
繍
画
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
細
か
い
刺
繍

画
に
目
を
凝
ら
し
て
一
つ
一
つ

の
世
界
観
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
も
無
事
に
館
外
研
修

が
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

1
月
12
日
、
西
宮
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
新
年
互
礼
会
が
木

曽
路
西
宮
店
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
物
故
者
へ
の

黙
と
う
の
後
、 

主
催
者
を
代
表

し
古
結
理
事
長
が
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま

し
た
。
古

結
理
事
長

は
「
コ
ロ

ナ
対
応
を

行
い
な
が

ら
も
市
老
連
理
事
の
皆
さ
ん
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

市
老
連
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
会
員
増
強
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
次

に
、
石
井
市
長
・
草
加
市
議
会

議
長
・
水
田
社
会
福
祉
協
議
会

議
長
か
ら
令
和
４
年
の
門
出
を

祝
う
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に
来
賓
紹
介
の

後
、
荒
巻
副
理
事
長
の
発
声
で

乾
杯
し
、
懇
親
会
へ
と
移
り
ま

し
た
。
令
和
3
年
の
新
年
互
礼

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
同
士
こ
う
し

て
再
び
集
え
る
喜
び
と
各
校
区

老
練
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
新
春
の
賀
詞
を
祝
い
、
華
々

し
く
令
和
４
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
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6
月
17
日
㈮
、
西
宮
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
の
２
階
大

集
会
室
に
お
い
て
、
お
な
じ
み

の
保
田
勝
紀
先
生
を
迎
え
て
カ

ラ
オ
ケ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
課
題
曲
は
、
初
回
が
神
野

美
伽
さ
ん
の
「
浪
花
恋
お
ん

な
」、
２
回
目
は
中
村
美
律
子

さ
ん
の
「
命
の
花
道
」、
３
回

目
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
市
川

由
紀
乃
さ
ん
の
「
逢
い
た
い
な

ぁ
」
を
練
習
。
こ
の
日
の
参
加

者
は
35
名
で
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
曲
の
作
曲
は
五

木
ひ
ろ
し
さ
ん
な
の
で
、
市
川

さ
ん
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
五
木
さ
ん

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
歌
い
方
の
説
明

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
歌
詞
の
読
み
上
げ

を
始
め
ま
す
。
先
生
は
、
歌
に

登
場
す
る
人
は
何
歳
く
ら
い

か
？ 

ど
こ
の
街
に
住
ん
で
い

る
の
か
？　

そ
の
と
き
の
主
人

公
の
気
持
ち
は
ど
ん
な
感
じ
な

の
か
？　

な
ど
、
参
加
者
の
想

像
力
に
問
い
か
け
ま
す
。
歌
詞

の
世
界
か
ら
、
自
分
の
頭
の
中

に
情
景
を
浮
か
べ
る
こ
と
で
、

よ
り
深
く
、
楽
し
く
歌
え
る
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
楽
曲
に
沿
っ
た
歌

い
方
の
コ
ツ
や
声
の
出
し
方
、

ブ
レ
ス
（
息
継
ぎ
）
の
取
り
方
、

ビ
ブ
ラ
ー
ト
の
出
し
方
な
ど
丁

寧
に
指
導
。
保
田
先
生
の
言
葉

に
ペ
ン
を
走
ら
せ
、
熱
心
に
メ

モ
を
取
る
参
加
者
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
度
休
憩
を
挟
ん
で
、
キ
ー

の
上
げ
下
げ
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
歌
っ
て
て
気

持
ち
よ
い
自
分
の
声
を
探
す
の

が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
し
て
、
歌
詞
に
沿
っ

て
、
一
番
か
ら
三
番
ま
で
三
回

づ
つ
曲
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
恒
例
の
お
楽
し
み

抽
選
会
。
最
初
に
、
事
前
に
集

め
た
ハ
ガ
キ
の
抽
選
が
あ
り
、

市
老
連
か
ら
10
名
に
贈
り
物
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
保
田
先

生
か
ら
、
C
D
が
３
名
に
渡
さ

れ
ま
し
た
。
引
く
番
号
の
読
み

上
げ
に
会
場
の
皆
さ
ん
は
ド
キ

ド
キ
で
し
た
が
、
見
事
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
に
し
た
当
選
者
は
、

に
っ
こ
り
笑
顔
に
。「
や
っ
た

ぁ
～
」
と
喜
び
を
大
に
す
る
会

員
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。今
回
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
、

皆
さ
ん
よ
く
歌
っ
て
く
れ
た
と

保
田
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

て
、
気
持
ち
よ
く
終
了
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
１
年
半
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
状
況
を
見
な
が
ら
、
９
月

に
も
一
人
で
も
多
く
の
会
員
が

参
加
で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の

開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
６
月
13
日
㈪
、
第

１
回
体
力
測
定
が
西
宮
市
中
央

体
育
館
分
館
で
開
催
さ
れ
、
34

名
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
北
所
理
事
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
石
井
体
育
部

長
よ
り
各
種
目
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
次
に
、
全
員
で
ラ
ジ

オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
測
定

開
始
で
す
。

　

ま
ず
は
、
二
人
一
組
で
開
眼

片
足
立
ち
。
目
を
開
け
た
ま
ま

片
足
立
ち
で
１
分
間
立
っ
て
い

ら
れ
る
か
で
、
平
衡
感
覚
を
測

定
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

と
る
こ
と
が
難
し
そ
う
で
し
た

が
、
好
タ
イ
ム
を
記
録
す
る
参

加
者
も
続
出
で
し
た
。続
い
て
、

全
員
で
6
分
間
歩
行
を
実
施
。

こ
れ
は
、
心
肺
機
能
の
持
久
力

を
測
る
た
め
の
運
動
で
す
が
、

か
な
り
熱
を
入
れ
て
速
め
に
歩

い
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
個
人
の
ペ
ー
ス

で
、
握
力
・
長
座
体
前
屈
・
上

体
起
こ
し
・
10
ｍ
障
害
物
歩
行

と
計
6
種
目
を
計
測
し
、
自
身

の
体
力
を
知
る
こ
と
で
健
康
増

進
し
、
さ
ら
に
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
に
生
か
す
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

握力

上体起こし

開眼片足立ち 6 分間歩行

長座体前屈

10m 障害物歩行

おつかれさまでした！
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佐
藤
尹
亮
さ
ん
は
昭
和
9
年
に
大

阪
府
の
吹
田
市
に
誕
生
。
国
鉄
職
員

だ
っ
た
父
の
転
勤
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
に
移
動
し
た
少
年
時
代
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
時
代
は
吹
田
市
で
過
ご
し

ま
し
た
が
、
戦
時
中
に
は
疎
開
で
母

の
実
家
が
あ
る
京
都
の
長
岡
天
神
の
あ

る
神
足
に
、
そ
の
後
も
尼
崎
、
安
土

と
転
居
を
繰
り
返
し
ま
す
。
高
等
学

校
も
滋
賀
の
近
江
八
幡
か
ら
京
都
の

嵯
峨
に
転
校
す
る
な
ど
引
っ
越
し
を
重

ね
、
京
都
学
芸
大
学
に
進
み
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
父
の
希
望
も
あ
っ
て
教

育
学
部
の
社
会
科
学
科
倫
理
学
を
専

攻
し
た
尹
亮
さ
ん
。
教
育
者
を
目
指

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
言

い
ま
す
が
、
教
育
実
習
と
し
て
訪
れ

た
小
学
校
で
児
童
た
ち
と
触
れ
あ
っ

た
こ
と
か
ら
教
員
に
な
る
こ
と
を
決

意
。
大
阪
府
の
河
内
長
野
市
の
小
学

校
で
3
年
間
教
鞭
を
取
り
ま
し
た
。

　

上
ヶ
原
に
父
が
家
を
建
て
る
こ
と

に
な
り
現
在
の
西
宮
市
に
帰
省
し
た

尹
亮
さ
ん
は
、
教
師
を
続
け
た
い
と

考
え
地
元
の
鳴
尾
中
学
校
で
教
壇
に

立
ち
ま
す
。
尹
亮
さ
ん
に
は
「
長
く

し
っ
か
り
と
生
徒
や
家
庭
と
向
き
合

っ
て
教
育
し
た
い
」
と
い
う
信
念
が

あ
っ
た
た
め
長
期
勤
務
を
希
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
か
ら
「
広

い
知
識
を
持
ち
な
さ
い
」
と
い
う
助

言
を
受
け
、
9
年
間
勤
め
た
同
校
を

後
に
し
て
大
社
中
学
校
で
5
年
間
、

苦
楽
園
中
学
校
で
9
年
間
活
躍
し
ま

し
た
。
現
場
で
は
学
生
時
代
か
ら
得

意
の
書
道
を
通
じ
、
多
く
の
生
徒
た

ち
と
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、「
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
で
、

ど
の
学
年
も
15
～
16
ク
ラ
ス
あ
り
ま

し
た
よ
」
と
、
当
時
の
生
徒
数
の
多

さ
を
笑
い
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

昭
和
58
年
、
教
頭
試
験
に
合
格
し

今
津
小
学
校
で
3
年
間
活
躍
。
そ
の

後
、
西
宮
で
の
出
発
点
と
な
っ
た
鳴

尾
中
学
校
に
教
頭
と
し
て
再
度
着
任

し
ま
し
た
。
数
々
の
経
歴
と
活
躍
を

身
に
つ
け
、
つ
い
に
尹
亮
さ
ん
は
校
長

試
験
に
も
合
格
。
平
成
元
年
か
ら
西

宮
北
部
に
あ
た
る
山
口
町
の
船
坂
小

学
校
へ
の
配
属
は
、
尹
亮
さ
ん
に
と
っ

て
印
象
深
い
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
船
坂
は
人
口
も
少
な
く
、

一
学
年
の
生
徒
数
は
5
～
6
人
ほ
ど

と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
は
大
き
く

違
う
環
境
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
徒
の
中
に
は
家
庭
に

諸
事
情
を
抱
え
た
子
も
多
く
み
ら
れ
、

地
域
の
保
護
者
と
も
親
密
に
な
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
心
の
中
に

溢
れ
ま
し
た
。
船
坂
へ
の
着
任
は
、

ま
さ
に
尹
亮
さ
ん
が
以
前
か
ら
抱
い

て
い
た
“
地
域
の
雰
囲
気
や
状
況
な

ど
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
環
境
を
知
る

こ
と
が
必
要
”
と
い
う
信
念
が
重
要

に
な
る
環
境
で
、「
こ
の
地
に
骨
を
う

ず
め
る
気
持
ち
で
取
り
組
む
」
と
、

船
坂
へ
の
愛
着
と
教
育
者
と
し
て
の

決
心
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
立
場
上
、
同
校
に
長
く
残

る
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
2
年
後
に
山

口
中
学
校
へ
の
移
動
が
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。
同
校
は
北
六
甲
台
を
は
じ

め
開
発
途
上
の
地
域
の
学
校
で
、
多

く
の
校
区
か
ら
小
学
校
卒
業
生
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
1
年
生
が
入
学
す
る
と
、
そ
こ

に
は
校
区
内
の
た
め
山
口
中
学
校
に

入
学
し
て
き
た
船
坂
の
児
童
た
ち
の

姿
が
。「
校
長
先
生
お
る
ぞ
ー
」
と
、

船
坂
小
学
校
の
卒
業
生
が
尹
亮
さ
ん

を
見
つ
け
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
校
で
の

4
年
間
の
勤
務
を
最
後
に
、
尹
亮
さ

ん
は
教
職
か
ら
退
き
ま
し
た
。
同
窓

会
な
ど
が
開
か
れ
る
と
、
教
え
子
た

ち
か
ら
「
今
で
も
持
っ
て
い
ま
す
」

と
、
尹
亮
さ
ん
が
得
意
の
書
道
で
卒

業
生
に
贈
っ
た
一
文
を
見
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
も
上
ヶ
原
地
区
諸
団
体
の

会
長
や
社
協
県
民
交
流
広
場
で
の
書

道
の
先
生
、
世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
で
活
躍
し
、
地

域
学
校
の
協
働
活
動
を
進
め
る
「
西

宮
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

2
0
2
0
」
に
も
参
画
。
一
教
育
者

か
ら
市
全
体
の
教
育
者
と
し
て
、
信

念
の
「
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
環
境
」

を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

エンジョイ　シニアライフご長寿　バンザイ！

市
の
教
育
者
と
し
て
歩
み
続
け
た

我
が
人
生

佐
藤　
た
だ
あ
き亮
さ
ん
（
87
）
上
ケ
原
校
区
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佐
藤
仁
美
さ
ん
は
昭
和
５
年
に
兵

庫
県
播
磨
南
東
部
の
高
砂
市
に
５
人

兄
弟
姉
妹
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
は
紡
績
会
社
に
勤
め
て
お

り
、
仁
美
さ
ん
の
誕
生
後
、
一
家
は

福
崎
町
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

家
族
に
囲
ま
れ
幸
せ
な
日
々
を
送

っ
て
い
ま
し
た
が
、
尋
常
小
学
校
4

年
生
と
な
っ
た
11
歳
の
と
き
に
第
二

次
世
界
大
戦
が
開
戦
。
幸
い
住
ん
で

る
地
域
は
戦
争

の
影
響
も
少
な

く
、
仁
美
さ
ん

は
県
立
福
崎
高

等
女
学
校（
現
・

県
立
福
崎
高
等

学
校
）
へ
と
進

み
ま
し
た
。

　

高
等
女
学
校

1
年
生
の
と
き

に
は
勤
労
奉
仕

で
山
菜
取
り
や

田
植
え
な
ど

を
、
2
年
生
で
は
学
徒
動
員
で
当
時

姫
路
市
に
あ
っ
た
軍
需
工
場
の
川
西

航
空
機
姫
路
製
作
所
で
金
属
の
旋
盤

加
工
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。
空
襲

警
報
が
鳴
り
響
く
こ
と
も
あ
り
、「
走

っ
て
防
空
壕
や
学
校
ま
で
逃
げ
ま
し

た
よ
」
と
、
戦
局
が
激
し
く
な
っ
て

き
た
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
終
戦

を
迎
え
無
事
学
校
に
戻
る
こ
と
が
で

き
た
佐
藤
さ
ん
は
、
授
業
や
体
育
祭

な
ど
、
残
さ
れ
た
一
年
間
の
学
生
生

活
を
友
だ
ち
と
有
意
義
に
過
ご
し
ま

し
た
。

　

女
学
校
卒
業
後
は
「
花
嫁
修
行
を

し
て
欲
し
い
」
と
言
う
父
の
言
葉
を

守
り
、
実
家
で
家
事
の
手
伝
い
を
し

な
が
ら
自
分
磨
き
の
道
を
邁
進
。
学

校
の
授
業
で
習
っ
て
い
た
お
茶
・
お

花
な
ど
は
学
生
時
代
と
同
じ
先
生
の

も
と
に
通
っ
て
学
び
、
ほ
か
に
も
裁

縫
や
ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
を
習

い
事
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
。

　

昭
和
25
年
、
二
十
歳

で
8
歳
年
上
の
ご
主
人

と
お
見
合
い
結
婚
で
結

ば
れ
、
一
男
一
女
を
授

か
り
ま
す
。
ご
主
人
の

実
家
は
東
町
で
工
場
を

営
ん
で
お
り
、
結
婚
を

機
に
西
宮
市
へ
と
居
を

移
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
30
年
代

初
頭
、
佐
藤
さ
ん
一
家

は
電
機
メ
ー
カ
ー
の
提
案
で
電
気
屋

を
開
業
。
数
年
後
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
家
電
製
品
の
普
及
が
進

ん
で
い
た
背
景
も
あ
り
、
ご
主
人
は

家
業
の
工
場
勤
務
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

“
町
の
電
気
屋
さ
ん
”
の
オ
ー
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
専
業
主
婦
と
し
て

家
庭
を
守
っ
て
き
た
仁
美
さ
ん
で
す

が
、
電
気
屋
を
営
ん
で
か
ら
は
「
来

客
が
あ
っ
た
ら
対
応
し
て
い
ま
し
た

よ
」
と
、
家
事
・
仕
事
の
二
刀
流
で

活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
仁
美
さ
ん
が
西
宮
市
で
新

し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
市
が
運
営
し
て
い
る
体
操
ク
ラ

ブ
。
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が

大
好
き
な
仁
美
さ
ん
は
、
地
元
の
学

校
や
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
教
室
に

熱
心
に
通
い
楽
し
く
汗
を
か
い
て
き

ま
し
た
。
と
き
に
は
体
操
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
と
旅
行
に
行
っ
た
り
食
事

を
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
多

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
り
静
か
な
環
境
で
生
活

を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ご
主
人
の
希

望
で
、
一
家
は
現
在
の
高
台
に
移
り

ま
し
た
。「
空
気
が
違
う
な
と
感
じ

ま
し
た
」
と
、
仁
美
さ
ん
は
初
め
て

生
瀬
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
今
も

強
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ご
近
所
か
ら
の
お
誘
い
で
生
瀬
高

台
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
仁
美
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
生
瀬
高
台
自
治

会
集
会
所
「
き
ら
め
き
」
で
開
催
さ

れ
る
手
芸
や
お
茶
会
と
い
っ
た
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
同
ク
ラ
ブ
は
恒
例
の
年
間
行
事

と
し
て
三
社
参
り
や
バ
ス
旅
行
な
ど

も
行
っ
て
お
り
、屋
内
外
を
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

な
に
よ
り
も

楽
し
ん
で
い
る

の
が
大
好
き
な

体
操
。
西
宮
市

で
高
齢
者
の
健

康
長
寿
の
た
め

平
成
24
年
か
ら

“
い
き
い
き
体

操
”
を
推
奨
し
て
お
り
、
翌
年
の
25

年
か
ら
高
台
で
も
活
発
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
市
が
発
行
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
仲
間
た
ち

と
元
気
に
体
操
し
て
い
る
仁
美
さ
ん

の
姿
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
早
朝
に
は
高
雄
台
公
園
で
町
内

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
週
2
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通

い
軽
い
体
操
や
ク
イ
ズ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
リ
ハ
ビ
リ
を
楽
し
ん
で

い
る
仁
美
さ
ん
は
「
い
つ
も
お
元
気

で
す
ね
」
と
評
判
で
、
毎
日
を
笑
顔

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

エンジョイ　シニアライフご長寿　バンザイ！

佐
藤　

仁
美
さ
ん
（
92
）
生
瀬
校
区

大
好
き
な
体
操
で
多
く
の
仲
間
と

出
会
っ
た
人
生
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昭
和
19
年
の
秋
。
小
学
校
か

国
民
学
校
に
な
っ
て
か
ら
4
年

目
の
二
学
期
で
す
。

　

四
国
の
香
川
県
・
金
ぴ
ら
さ

ん
の
近
く
の
田
舎
道
を
白
い
戦

闘
帽
を
か
ぶ
っ
て
、
列
を
つ
く
っ

て
下
校
し
て
ゆ
く
子
供
た
ち
が

い
ま
し
た
。
九
月
に
大
阪
か
ら

学
童
集
団
疎
開
で
来
た
国
民
学

校
6
年
生
の
男
子
生
徒
で
す
。

　

こ
の
村
の
お
寺
で
の
生
活
に

も
な
れ
、
軍
歌
を
歌
っ
て
下
校

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今

日
は
昼
か
ら
作
業
が
あ
り
、
全

員
つ
か
れ
気
味
。
長
く
伸
び

た
列
の
う
し
ろ
を
、
チ
ビ
、

デ
ブ
、
ノ
ッ
ポ
の
仲
良
し
三

人
組
が
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

背
の
低
い
の
が
山
田
一

郎
。
級
友
は
彼
の
こ
と
を

「
イ
ッ
チ
イ
」
と
呼
び
ま
す
。

一
郎
の
イ
チ
と
言
う
よ
り

は
、
一
番
チ
ビ
と
い
う
意
味

の
イ
ッ
チ
イ
で
す
。

　

横
を
歩
い
て
い
る
の
か
西

郷
正
夫
。
ま
ゆ
げ
の
太
い
と

こ
ろ
か
ら
、
薩
摩
の
西
郷
隆

盛
に
こ
じ
つ
け
て
、
西
郷
ド

ン
か
ら
変
化
し
て
、
い
ま
で

は
「
ド
ン
ち
ゃ
ん
」。

　

一
番
う
し
ろ
を
ゆ
く
の
が
坂

本
太
一
。
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
が
角

張
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
い
れ
て
い
る
の
で

す
。
彼
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
名

手
、
ど
ん
な
曲
で
も
い
ち
ど
聴

く
と
、
す
ぐ
吹
け
ま
す
。
み
ん

な
が
「
ド
レ
ミ
ッ
ち
ゃ
ん
」
と

よ
ん
で
い
ま
す
。

「
お
い
イ
ッ
チ
イ
、
あ
の
雲
見

て
み
い
、
お
祭
り
の
と
き
の
ワ

夕
菓
子
の
よ
う
な
雲
や
で
ぇ
」

「
う
ん
、
あ
ん
な
大
き
な
ワ
タ

菓
子
や
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
た

べ
て
も
あ
ま
る
わ
、
た
べ
た
い

な
ぁ
棒
に
ま
い
て
…
…
」

「
こ
と
し
は
修
学
旅
行
の
お
伊

勢
さ
ん
が
疎
開
の
金
ぴ
ら
さ
ん

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
…

そ
こ
で
提
案
が
あ
る
ん
や
。
最

後
の
6
年
生
の
記
念
に
、
三
人

の
一
人
ひ
と
り
か
何
か
変
わ
っ

た
思
い
つ
き
を
日
曜
日
ご
と
に

実
行
し
ょ
う
や
な
い
か
。
…
…

順
番
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
き
め
る

ん
や
」「
よ
っ
し
ゃ
！
」「
は
い
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
・
ポ
ン
！
」「
あ

い
こ
で
し
ょ
！
」

ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
結
果
、
次
の
日

曜
日
は
イ
ッ
チ
イ
。
そ
の
次
の

日
曜
は
ド
ン
ち
ゃ
ん
。
最
後
は

ド
レ
ミ
ッ
ち
ゃ
ん
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　

日
曜
日
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
自
由
時
間
に
な
る
と
、

イ
ッ
チ
イ
は
お
寺
を
あ
と
に
、

ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

　

夕
食
の
あ
と
、
本
堂
の
階
段

に
集
ま
っ
た
三
人
。

「
お
い
、
イ
ッ
チ
イ
、
何
を
は

じ
め
る
ん
や
」

「
第
一
回
の
当
番
さ
ま
、
期
待

し
て
い
る
で
ぇ
」

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
き
ょ
う
は

君
ら
に
オ
ヤ
ツ
を
あ
げ
る
。
は

い
、
こ
れ
や
」

箱
の
中
へ
い
れ
た
手
を
広
げ
る

と
、
小
さ
い
花
の
よ
う
な
も
の

か
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

「
…
…
…
… 

」

「
な
ん
や
コ
レ
！
…
…
お
い
し

い
で
」

「
う
ん
、
こ
れ
お
米
や
、
た
ん

ぼ
に
落
ち
て
い
る
稲
の
穂
の
ク

ズ
を
集
め
て
き
て
弁
当
箱
の
ふ

た
を
使
っ
て
、
た
き
火
で
炒
っ

た
ん
や
。
モ
ミ
が
ポ
ン
ポ
ン
は

じ
け
て
花
の
よ
う
に
な
っ
た
ん

や
。
ポ
ン
菓
子
か
ら
砂
糖
を

取
っ
た
味
や
ろ
…
…
次
は
こ

れ
、
ど
う
ぞ
…
．」

「
な
ん
や
、
虫
や
な
い
か
。
き

も
ち
悪
い
な
ァ
…
…
」

「
た
べ
る
ん
か
？
」

「
う
ん
、
た
べ
ら
れ
る
。
イ
ナ

ゴ
や
、
お
米
た
べ
て
育
っ
て
い

る
か
ら
、
お
い
し
い
ら
し
い
。

松
葉
で
つ
き
さ
し
て
、
よ
く
焼

い
た
し
、
食
堂
の
し
ょ
う
ゆ
を

つ
け
た
か
ら
、
こ
う
ば
し
い
匂

い
が
す
る
や
ろ
。
目
を
つ
ぶ
っ

て
た
べ
ろ
よ
」

「
…
…
…
変
わ
っ
た
味
や
け
ど
、

た
べ
ら
れ
る
わ
。
姿
を
見
な
け

れ
ば
い
け
る
。
こ
れ
ゲ
テ
モ
ノ

く
い
と
い
う
ん
や
ろ
」

「
変
わ
っ
た
も
の
つ
い
で
に
、

最
後
は
こ
れ
や
」

「
ど
ん
ぐ
り
の
焼
い
た
も
の
か
。

で
も
、ど
ん
ぐ
り
を
た
べ
る
と
、

こ
と
ば
か
出
な
く
な
る
と
言
う

こ
と
を
聞
い
た
ぞ
。
こ
わ
い
ぞ

…
…
」

「
で
も
、
栗
の
一
種
と
ち
が
う

ん
か
？　

…
…
三
人
一
緒
に
た

べ
よ
う
や
。
勇
気
を
出
し
て
、

い
ち
・
に
い
・
さ
ん
！
」

「
…
…
…
… 

」「
…
…
…
… 

」

「
…
…
…
… 

」

「
ペ
ッ
ペ
ッ
ペ
ッ
！
」「
お
い
、

こ
れ
ま
ず
い
。さ
い
て
い
や
！
」

「
あ
っ
声
が
出
る
。
た
す
か
っ

た
ぁ
、
ア
ッ
ハ
ハ
ハ
ハ
」

「
さ
あ
、
こ
れ
で
味
の
き
も
だ

め
し
は
終
わ
り
や
」
と
す
ま
し

顔
の
イ
ッ
チ
イ
。

寺
の
前
の
杉
の
木
の
上
に
月
か

顔
を
出
し
て
、
三
人
を
見
て

笑
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
つ
づ
く
）

国
民
学
校
の
６
年
生
（
連
載　

１
回
目
）

文
・
挿
絵
　
用
海
校
区
　
松
浦
　
重
之

（89）

クロスワードクイズについてのお問合せは㈱博報社　編集部まで ☎ 06-6797-0381
※ L 版「いぶき」第 72 号のクロスワードの答えは「ゆきだるま」でした。多数のご応募ありがとうございました。

※�

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
㈱
博
報
社
ま
で
官

製
ハ
ガ
キ
で
解
答
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
10
名
の
方
に
記
念
品
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切
／
8
月
31
日
㈬

◆�

宛
先
／
〒
5
4
7ｰ

0
0
2
6 

　
　
　
　

大
阪
市
平
野
区
喜
連
西
4
ー
6
ー
69　
　
　

  

　
　
　
　

㈱
博
報
社 

い
ぶ
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係

　

昭
和
60
年
の
第
６
回
「
赤
と
ん
ぼ
絵
本
賞
」（
神
戸
新

聞
出
版
セ
ン
タ
ー
主
催
）
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

品
で
す
。
表
彰
式
は
大
谷
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

タテのカギ ヨコのカギ
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次
号
、
1
月
発
刊
予
定
の
「
い
ぶ
き
」
第
74
号
に
原
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
投
稿
締
め
切
り 

　

10
月
５
日
㈬

■
投
稿
規
定

　

�

市
販
の
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
2
枚
（
8
0
0
字
）
ま
で
。
長
文
の

場
合
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
カ
ッ
ト
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

俳
句
や
短
歌
、
川
柳
は
一
人
2
句
ま
で
。
ま
た
、
原
稿
に
は
校
区
名
、

所
属
ク
ラ
ブ
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
（
不
明
な
点
を
問
い
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
な
お
、
原

稿
多
数
の
場
合
は
次
号
の
掲
載
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
投
稿
内
容

　

�

ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
の
楽
し
い
思
い
出
や
随
想
、
俳
句
、
短
歌
、

川
柳
、
詩
な
ど
。
※
文
芸
に
関
し
ま
し
て
は
、
ふ
り
が
な
が
必
要
な

場
合
の
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
投
稿
先　

　

�

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
ま
た
は
地
元
の
会
長
ま
で
お
届

け
く
だ
さ
い
。

集

稿

原

募

浜
脇
校
区
　
吉
識
芙
美
子

虹
立
つ
や
見
知
ら
ぬ
人
と
声
交
わ
し

雲
の
峰
跳
ね
橋
光
跳
ね
あ
げ
て

浜
脇
校
区
　
森
本
　
規
子

小
夜
更
け
て
時
に
葉
音
の
竹
の
音

短
冊
に
ふ
る
さ
と
恋
し
と
笹
飾
り

北
夙
川
校
区
　
団
野
　
恭
子

ガ
ラ
ス
器
の
渦
に
潮
騒
夏
祭

白
桃
に
潮
刻
々
満
ち
来
た
る

北
夙
川
校
区
　
今
泉
　
春
美

麦
の
秋
畔
で
一
服
老
夫
婦

コ
ン
バ
イ
ン
農
夫
黄
金
の
麦
の
中

用
海
校
区
　
大
味
し
げ
る

透
き
と
ほ
る
和
菓
子
い
ろ
い
ろ
青
簾す
だ
れ

色
あ
せ
し
夫
の
手
紙
も
風
入
る
る

甲
東
校
区
　
黒
川
　
都
美
子

形
代
を
は
み
出
す
一
字
幼
き
手

氷
菓
食
む
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
話
な
ど

南
甲
子
園
校
区
　
竹
村
　
香
織

大
阪
を
攫さ
ら

ふ
か
の
ご
と
雲
の
峰

日
盛
や
並
ぶ
寡
黙
の
黒
い
靴

神
原
校
区
　
吉
田
　
照
美

極
楽
は
こ
の
先
に
あ
り
蜘
蛛
の
糸

夕
風
や
子
ら
と
並
び
て
団
扇
風

浜
脇
校
区
　
桟
　
　
玲
子

し
あ
わ
せ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
た
ち
駈
け
る
通み

ち
学
路

山
口
校
区
　
大
畑
は
る
み

花
吹
雪
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
通
り
ぬ
け

ピ
ッ
チ
ャ
ー
越
え
走
者
一
掃
春
ぼ
こ
り

広
田
校
区
　
小
林
　
昌
三

水み
ず
も面
跳は

ね
葉
の
裏
く
す
ぐ
る
夏な
つ
ひ陽
か
な

日
だ
ま
り
を
裂さ

く
音
残
し
雉き
じ

の
発た

つ

高
須
校
区
　
増
田
百
合
子

日
本
人
素
直
な
国
民
皆
マ
ス
ク

混
ん
で
ま
す
茶
の
間
か
ら
覗
く
行
楽
地

高
須
校
区
　
嶋
谷
　
直
美

知
床
の
冷
た
い
海
に
鎮
魂
歌

母
の
歳
は
る
か
に
超
え
た
母
の
日
に

高
須
校
区
　
橋
本
　
　
力

自
分
だ
け
癒
す
こ
と
の
み
プ
ー
チ
ン
さ
ん

動
物
園
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
で
盛
り
上
が
り

高
須
校
区
　
本
郷
　
陽
吉

阪
神
フ
ァ
ン
勝
っ
て
も
負
け
て
も
大
声
援

結
婚
後
六
五
年
で
知
る
縁え
に
し

高
須
校
区
　
牧
野
　
　
功

老
人
会
個
性
豊
か
な
人
ず
ら
り

歩
数
計
ひ
と
踏
ん
張
り
と
背
中
推
し

北
六
甲
台
校
区
　
高
瀬
　
照
枝

湯
に
つ
か
り
平
和
悦
ぶ
生
き
る
糧

春
迎
え
手
術
成
功
夢
ふ
た
つ

北
夙
川
校
区
　
河
瀬
喜
和
子

待
ち
わ
び
た
広
田
神
社
で
楽
し
も
う
よ

　

雨
で
流
れ
し
で
も
き
ず
な
強
ま
り

子
ど
も
の
日
孫
か
ら
メ
ー
ル
で
寄
っ
て
い
い

　

25
才
好
青
年
東
京
み
や
げ
う
れ
し
い
ヨ

安
井
校
区
　
藤
田
耕
太
郎

口
元
は
マ
ス
ク
に
隠
れ
見
え
ね
ど
も

　

コ
ー
ラ
ス
さ
や
か
ホ
ー
ル
に
響
く

開
け
や
ら
ぬ
ホ
ー
ム
に
始
発
到
着
し

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
今
日
を
乗
せ
行
く

俳
　
句

川
　
柳

短
　
歌

　

私
は
、
股
関
節
が
悪
く
て
障
害
者
で
す
。
体
の
た
め
に
と
地
域
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
入
会
さ
せ
て
も
ら
い
、
長
年
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

夙
川
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
と
親
睦
を
深
め
て
一
泊
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
旅
を
計
画
し
、
淡
路
島
や
「
い
こ
い
の
村
は

り
ま
」
へ
行
っ
た
こ
と
も
想
い
出
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、渡
辺
さ
ん
と
知
り
合
い「
俳
句
を
習
い
ま
せ
ん
か
？

良
い
先
生
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
よ
！
」
と
誘
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
お
互
い
に
頭
の
体
操
で
、
空
を
、
山
を
、
野
原
を
、
桜

を
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
た
と
お
り
心
に
刻
み
、
五
・
七
・
五
に

と
…
。
そ
こ
で
季
語
を
何
に
す
る
か
が
重
要
で
す
。
お
こ
が
ま
し

い
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
先
生
の
添
削
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

　

高
齢
化
で
頭
の
働
き
も
ゆ
る
り
ゆ
る
り
で
す
が
、
仲
よ
く
続
け

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
原
校
区
　
濵
野
有
希
子
（
俳
句
名
）

頭
の
体
操

◆
俳　

画
神
原
校
区
　
濵
野
　
照
子
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西
宮
市
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
長
賞

西
宮
市
長
賞

市
議
会
議
長
賞

市
老
連
理
事
長
賞

　御年 81 歳になる吉岡さんは、高校時代からラグビーや空
手など、長年スポーツに携わってきました。5 年前からグラ
ウンド・ゴルフを始め、週に 5、6 日練習
しています。去年には第 5 回兵庫はばタン
ＣＵＰグラウンド・ゴルフ交歓大会で、準

優勝という素晴らしい成績を残しています。
　当日は記録員をしながらチームのメンバーを
引っ張り、力強いプレーを見せました！

𠮷岡　忠葊さん
（鳴尾東Bチーム）

　

令
和
4
年
5
月
20
日
㈮
、

令
和
4
年
度
（
第
45
回
）
一

般
社
団
法
人
西
宮
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
第
1
回
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
西

宮
市
中
央
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
大
会
は
49
チ
ー
ム
計

2
4
5
名
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。
8
ホ
ー
ル
2
ラ
ウ

ン
ド
（
計
16
ホ
ー
ル
）
に
よ

る
ス
コ
ア
で
順
位
を
競
い
ま

す
。

　

準
備
体
操
の
後
、
石
井
市

老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言

で
開
会
式
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
も
全
面
解
除
と
な
り
ま

し
た
。
安
全
対
策
を
講
じ
な

が
ら
積
極
的
に
活
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
古
結
理
事

長
、
続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
そ
の
後
優
勝
杯
返

還
、
諸
注
意
、
始
球
式
の
の

ち
試
合
が
開
始
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
ロ
ン

グ
シ
ョ
ッ
ト
と
繊
細
な
シ
ョ

ッ
ト
を
使
い
分
け
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
出
し

切
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

の
あ
ち
こ
ち
で
、「
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
‼
」「
あ
ー
、
お

し
い
‼
」
な
ど
の
声
援
が
飛

び
交
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と

プ
レ
ー
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。


